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会
長
挨
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後
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井　
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明　

　

東
京
聖
栄
大
学

　
　

後
援
会
会
報

編集発行
東京聖栄大学
後　援　会

報
告
が
あ
り
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

同
報
告
は
承
認
さ
れ
た
。

　

引
続
き
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業

計
画
案
同
予
算
案
を
審
議
、
夫
々
承

認
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
進
級
す
る
一
部
の
役
員
の

方
の
二
十
二
年
度
留
任
が
決
定
。

　

総　

会

　

四
月
五
日
の
大
学
入
学
式
当
日
、

本
学
わ
た
な
べ
記
念
館
に
於
い
て
、

ご
父
母
（
保
護
者
）
多
数
の
出
席
を

得
て
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

初
め
に
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

引
続
き
、
本
年
度
事
業
計
画
案
、

同
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
選

任
・
委
嘱
さ
れ
た
新
役
員
の
方
々
の

ご
紹
介
の
後
、
新
会
長
に
は
糸
井
正

明
氏
が
選
任
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年

度
役
員
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
後
援
会
活
動
に
ご
理

解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
今
年
四
月
の
東
京
聖
栄
大
学

入
学
式
終
了
後
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
、
平
成
二
十
二
年
度
東
京
聖
栄
大

学
後
援
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
会

長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
糸
井
正
明

で
す
。

　

こ
の
一
年
間
後
援
会
会
員
の
皆
様

に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
受
け
賜
り
な
が

ら
大
任
を
全
う
し
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
に
発
足
し
た
後
援
会

も
今
年
で
六
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

教
職
員
と
学
生
が
常
に
信
頼
関
係

で
結
ば
れ
、
学
生
の
資
質
を
伸
ば
す

教
育
、い
わ
ゆ
る
「
手
作
り
の
教
育
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
大
学
と
家

庭
の
連
携
を
密
に
し
て
、
学
生
が
充

実
し
た
学
園
生
活
が
送
れ
る
よ
う
活

動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

後
援
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
さ

ら
に
多
く
の
学
生
が
学
業
に
専
念
で

き
る
教
育
環
境
作
り
、
そ
し
て
来
春

卒
業
予
定
の
四
年
生
へ
の
就
職
活
動

や
、
管
理
栄
養
士
取
得
へ
の
支
援
、

教
職
員
の
研
究
助
成
を
図
る
べ
き
支

援
活
動
、大
学
と
共
催
の
保
護
者
会
、

会
報
の
発
行
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
期
生
が
こ
の
春
卒
業
し
、
社
会

へ
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
祈
る
と
共
に
卒

業
生
と
し
て
後
輩
た
ち
の
よ
き
見
本

と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
東
京
聖
栄

大
学
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念

し
、ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
平
成
二
十
二
年
度
保
護
者
会（
予
告
）

　

今
年
度
の
後
援
会
・
大
学
共
催
に

よ
る
保
護
者
会
を
、
十
月
二
日
（
土
）

に
開
催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
保
護
者
の
皆
様
に

ご
出
席
い
た
だ
き
ご
子
息
、
ご
息
女

の
学
内
で
の
様
子
や
、
本
学
の
教
育

に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
一
層
深
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
十
三
時
よ
り

全
体
会
を
行
い
、
そ
の
後
学
科
毎
に

分
か
れ
て
学
年
担
任
と
の
懇
談
会
と

し
、
終
了
は
十
五
時
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

保
護
者
会
終
了
後
は
、
本
学
多
目

的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
後
援
会
主
催

の
教
員
と
の
情
報
交
換
会
を
十
五
時

十
分
か
ら
十
六
時
四
十
分
ま
で
の
予

定
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
総
会
・
役
員
会
報
告

　

役
員
会
報
告

　

二
月
二
十
日
（
土
）
四
役
会
、
三

月
二
十
日
（
土
）
に
役
員
会
全
体
会

が
夫
々
開
催
さ
れ
た
。

　

先
ず
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報

告
、
同
決
算
報
告
並
び
に
会
計
監
査

平成22年度後援会役員紹介

昨年度の保護者会

会　　長	 ４NA	 糸　井　正　明
副 会 長	 ４NA	 橋　田　幸　子
副 会 長	 ３NB	 髙　木　善　繁
会計監査	 ３FA	 金　原　　　充
会計監査	 ３NA	 柳　瀬　　　仁
会　　計	 ２NB	 篠　田　恒　夫
会　　計	 １NB	 土　屋　和　夫
役　　員	 ４NA	 加　藤　重　美
役　　員	 ４NB	 藤　村　好　則
役　　員	 ３NB	 齊　藤　ひろみ
役　　員	 ３NB	 中　村　千　春
役　　員	 ３NB	 伴　　　　　信
役　　員	 ３NB	 渡　邊　浩　美
役　　員	 ３FA	 金　井　しづ江
役　　員	 ３FA	 木　口　尚　美
役　　員	 ２NA	 平　塚　三　鈴
役　　員	 ２NA	 滝　田　佐代子
役　　員	 ２NB	 堀　越　一　仁
役　　員	 ２NA	 川　島　久美子
役　　員	 ２FA	 今　村　秀　子
役　　員	 ２FA	 東　　　芙三子
役　　員	 １NA	 赤　熊　弥　生
役　　員	 １NA	 大　森　　　徹
役　　員	 １NA	 小　柳　利　恵
役　　員	 １NB	 中　嶋　悦　子
役　　員	 １NB	 三　芳　達　也
役　　員	 １FB	 山　﨑　　　誠
	 	 	 〈敬称略〉
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析
の
理
論
と
応
用
を
、
分
析
化
学
、

機
器
分
析
学
、
機
器
分
析
実
習
な
ど

で
勉
強
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
コ
ー

ス
の
学
生
も
、
三
年
次
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
体
験
す
る
こ
と
で
さ
ら
に

職
業
意
識
を
高
め
、
自
信
を
持
っ
て

就
職
活
動
に
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
年
度
か
ら
一
年
次
生
の
入
学
時

ガ
イ
ダ
ン
ス
に
、
三
市
場
（
品
川
、

大
田
、
築
地
）
見
学
を
加
え
、
早
く

か
ら
食
に
対
す
る
認
識
を
深
め
さ
せ

る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
例
年
通
り
八

月
に
フ
ィ
ー
ル
ド
研
修
（
伊
那
）
を

実
施
し
て
農
産
加
工
や
農
業
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
し
た
。
さ

ら
に
来
年
二
月
に
は
希
望
者
に
対
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
（
フ
ラ
ン
ス
、

リ
ヨ
ン
、
パ
リ
）
を
実
施
し
、
食
に

関
す
る
幅
広
い
視
野
を
持
た
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

 

講
座
・
意
見
交
換
会

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生

向
け
の
各
種
講
座
を
多
数
開
催
し
て

い
る
。

　

五
月
二
十
一
日
に
、
葛
飾
警
察
署

協
力
の
下
、
安
心
・
安
全
講
話
会
を

実
施
し
た
。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
や
交
通

安
全
な
ど
身
近
な
内
容
で
あ
っ
た
。

　

六
月
二
十
五
日
に
は
、
全
学
的
に

一
年
次
か
ら
の
学
習
や
大
学
生
生
活

の
戸
惑
い
を
解
消
す
る
た
め
の
機
会

を
設
け
た
。
ま
た
新
年
度
に
向
け
て

は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
に
着
手
し
、

二
年
次
生
以
上
の
日
頃
の
学
習
や
国

試
対
策
等
に
お
い
て
は
各
学
年
の
国

試
対
策
委
員
の
協
力
の
も
と
に
学
年

担
任
、
国
試
対
策
室
、
学
科
教
員
と

が
連
携
を
密
に
取
り
合
い
、
学
生
を

中
心
と
し
た
対
面
指
導
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
る
。

　

食
品
学
科
に
、
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
ス
、
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
の
二
コ
ー
ス
制
が
導
入
さ
れ
て
一

年
半
が
経
過
し
た
。
二
年
次
生
は
す

で
に
各
コ
ー
ス
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ス
独
自
の
教
科
を
履
修
し
て

い
る
。
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の

学
生
は
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ

ス
論
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
論
、
飲
料

サ
ー
ビ
ス
実
習
な
ど
を
勉
強
し
て
い

て
、ビ
ジ
ネ
ス
面
で
の
新
た
な
知
識
、

技
能
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
成
績
良
好
な
学
生
は
、
審

査
に
よ
り
併
設
校
で
の
調
理
師
免
許

取
得
も
可
能
で
あ
る
。
フ
ー
ド
サ
イ

エ
ン
ス
コ
ー
ス
の
学
生
は
、
食
品
分

　

後
援
会
会
員
の
皆
様
に
も
こ
れ
ま

で
同
様
ご
子
息
・
ご
息
女
の
教
育
に

お
力
添
え
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

本
学
科
は
、
こ
の
三
月
に
学
科
二

期
生
を
送
り
だ
し
、
四
月
に
は
平
成

二
十
二
年
度
入
学
生
を
新
た
に
迎
え

た
。
二
期
生
に
お
い
て
は
厳
し
い
経

済
状
況
の
中
、
卒
業
生
の
八
八
％
が

栄
養
関
連
業
務
に
就
職
し
た
。
ま
た

二
期
生
の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の

合
格
率
は
前
回
よ
り
も
一
八
ポ
イ
ン

ト
の
上
昇
を
達
成
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
学
生
が
免
許
を
手
に
す
る
こ
と

の
絶
対
的
な
優
位
性
の
再
認
識
と
国

家
試
験
に
取
り
組
む
姿
勢
の
改
善
の

結
果
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ

の
学
年
に
お
い
て
も
合
格
と
い
う
目

標
を
達
成
す
る
ま
で
の
期
間
が
長

く
、
そ
の
間
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

高
揚
と
維
持
、
そ
の
為
の
努
力
を
苦

手
と
す
る
学
生
が
多
く
存
在
す
る
。

　

そ
こ
で
今
年
度
の
新
入
生
に
は
、

入
学
式
直
後
に
新
人
研
修
会
を
八
王

子
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
実
施
し
、
管

理
栄
養
学
科
生
と
し
て
、
学
ぶ
こ
と

の
指
針
と
そ
れ
に
取
り
組
む
学
生
の

自
己
理
解
を
改
め
て
明
ら
か
に
し
、

食
品
学
科

 

食
品
学
科
の
現
状

食
品
学
科
長　

筒
井　

知
己

❖
学
部
長
挨
拶
❖

　
　

健
康
栄
養
学
部
学
部
長

松
本　

信
二

　

開
学
六
年
目
を
迎
え
、
漸
く
大
学

と
し
て
良
い
雰
囲
気
が
備
わ
っ
て
来

た
よ
う
で
す
。課
外
活
動
や
大
学
祭
、

地
域
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
勉
学
以

外
の
活
動
が
定
着
し
、
学
生
同
士
の

交
流
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
こ
と
が

和
の
精
神
を
育
み
、
良
い
流
れ
に

な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
勉
学

へ
の
取
組
に
つ
い
て
も
良
い
方
向
に

む
か
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
管
理
栄

養
学
科
で
は
国
家
試
験
の
合
格
率
を

大
幅
に
上
昇
さ
せ
ま
し
た
。
食
品
学

科
で
は
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

合
格
率
を
二
年
連
続
で
九
五
％
を
上

廻
る
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

の
こ
と
も
現
役
学
生
に
と
っ
て
は
良

い
目
標
と
し
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
学
生

自
身
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

教
職
員
も
よ
り
一
層
の
指
導
強
化
を

し
て
参
り
ま
す
。

実
施
し
て
い
る『
マ
ナ
ー
向
上
運
動
』

の
一
環
と
し
て
新
入
生
を
対
象
に
、

財
団
法
人
実
務
技
能
検
定
協
会
面
接

官
の
前
田
小
百
合
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
マ
ナ
ー
講
座
を
開
催
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
二
日
に
福
澤
理
事

長
・
学
長
等
大
学
側
代
表
者
と
学
友

会
役
員
等
学

生
代
表
に
よ

る
『
学
生
と

の
意
見
交
換

会
』
が
行
わ

れ
、
多
数
の

意
見
が
出
さ

れ
た
。今
後
、

可
能
な
限
り

対
応
す
る
方

針
で
あ
る
。

 

就
職
内
定
状
況

　

本
学
四
年
次
生
の
就
職
内
定
状
況

は
、
昨
年
度
よ
り
厳
し
く
八
月
末
現

在
で
三
六
・
六
％
で
、
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
六
・
四
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

学
科
別
で
は
、
管
理
栄
養
学
科
は
四

〇
・
九
％
、
食
品
学
科
は
二
七
・

九
％
で
、
非
常
に
厳
し
い
数
字
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
就
職
活
動
に
対
し
、
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
全
学
的
な

サ
ポ
ー
ト
対
応
強
化
に
努
め
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

管
理
栄
養
学
科

 

管
理
栄
養
学
科
の
現
状

管
理
栄
養
学
科
長　

阿
左
美
章
治

学生との意見交換会
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プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」「
グ
ル
ー

プ
面
接
対
策
」「
個
人
面
接
対
策
」

等
の
内
容
が
学
生
に
分
か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
て
い
る
。
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
随
時
就
職
対
策
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
会
を
実
施
し
、
就
職
サ
ポ
ー
ト

の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

●�

学
友
会
総
会
・
新
入
生

歓
迎
会

　

四
月
十
四
日
、「
学
友

会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、

新
役
員
の
選
出
や
新
年
度

行
事
予
定
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
。
引
き
続
き
行
わ
れ

た
「
新
入
生
歓
迎
会
」
で

は
、
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
に
登

場
す
る
だ
ん
ご
屋
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
店
で
あ
る
、
㈱
髙
木
屋
代
表
取
締

役
社
長
の
石
川
宏
太
氏
を
招
き
『
柴

又
の
名
物
と
ま
ち
づ
く
り
』
と
題
す

る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。
食
を
通

し
た
地
域
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、
学

生
に
と
っ
て
と
て
も
興
味
深
い
内
容

だ
っ
た
。

●
あ
ぐ
り
へ
の
ロ
ッ
カ
ー
の
寄
贈

「
あ
ぐ
り
」
同
好
会
学
生
代
表

　

管
理
栄
養
学
科　

四
年

石
原　

み
ど
り

　

あ
ぐ
り
は
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
野
菜

栽
培
を
主
な
活
動
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
か
ら
地
域
活
動
の
一
環
と

し
て
花
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
用
具
入
れ
と
し
て
、
こ

の
度
後
援
会
か
ら
ロ
ッ
カ
ー
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
後
も
地
域

に
貢
献
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

●�

軽
音
楽
同
好
会
へ
の
ギ
タ
ー
ア
ン

プ
の
寄
贈

軽
音
楽
同
好
会
学
生
代
表

食
品
学
科　

三
年　

柳
田　

汐
里

　

私
た
ち
軽
音
楽
同
好
会
は
、
四
年

 
後
援
会
の
寄
贈

学友会活動報告

次
生
四
人
、

三
年
次
生
四

人
、
二
年
次

生
八
人
、
一

年
次
生
十
人

で
活
動
し
て

い
ま
す
。
こ
の
度
、
後
援
会
の
方
々

か
ら
ギ
タ
ー
ア
ン
プ
を
贈
呈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
年
に
一
度
の
大
学

祭
に
向
け
て
部
員
一
同
こ
れ
か
ら
も

日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
大
学
祭
の
際
に
は
私
た

ち
の
練
習
の
成
果
を
見
に
来
て
い
た

だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

贈
呈
し
て
い
た
だ
い
た
ギ
タ
ー
ア

ン
プ
は
大
切

に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
ス
タ
ン
ド
パ
ネ
ル

　

今
年
も
後
援
会
は
、
学
友
会
や

部
・
同
好
会
が
使
用
す
る
パ
ネ
ル
六

台
を
新
規
購
入
し
、
学
友
会
に
寄
贈

し
た
。

●
就
職
支
援
ビ
デ
オ

　

後
援
会
で
は
、
学
生
の
就
職
支
援

を
目
的
に
し
て
日
経
Ｄ
Ｖ
Ｄ
ビ
デ
オ

「
就
職
活
動
の
す
べ
て
」
を
購
入
し

寄
贈
し
た
。
ビ
デ
オ
で
は
「
グ
ル
ー

●
体
育
祭

　

五
月
二
十

八
日
、
本
学

第
一
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
船
橋

市
）
に
お
い

て
体
育
祭
が

開
催
さ
れ
た
。
今
回
か
ら
聖
栄
会
の

後
援
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一

年
次
生
は
ほ
ぼ
全
員
参
加
で
、
二
ク

ラ
ス
は
出
席
率
一
〇
〇
％
で
あ
っ

た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
る
中
、

多
く
の
学
生
が
参
加
し
、
歓
喜
に
つ

つ
ま
れ
た
体
育
祭
と
な
っ
た
。

●
聖
栄
葛
飾
祭
（
大
学
祭
）
予
告

　

今
年
の

「
聖
栄
葛

飾
祭
」は
、

十
一
月
六

日
（
土
）、

七
日（
日
）

に
開
催
さ

れ
る
。
今

年
も
例
年

通
り
、
葛
飾
区
の
後
援
を
得
て
行
い

地
元
密
着
の
大
学
祭
と
し
て
開
催
さ

れ
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
ｅ
ａ
ｔ
ｉ

ｎ
ｇ　

ｉ
ｓ　

ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　

食
べ

る
っ
て
幸
せ
♡
」
と
な
っ
た
。

　

多
く
の
方
の
ご
来
校
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

●
部
・
同
好
会
活
動

　

今
年
度
は
、
新
し
く
「
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
同
好
会
」
が
学
友
会
の
認
可
団

体
と
な
っ
た
。
現
在
、
一
年
次
生
一

名
、
二
年
次
生
十
名
、
三
年
次
生
一

名
、
四
年
次

生
一
名
の
計

十
三
名
で
活

動
し
て
い

る
。今
後
は
、

大
学
関
係
行

事
等
へ
の
参

加
な
ど
が
期

待
さ
れ
る
。

入試関係ニュース
受験相談会
10月９日（土）11月27日（土）
■開催時間
各回とも13：00−16：00 要予約
※�11月６日（土）、７日（日）は

聖栄葛飾祭（大学祭）の受験相
談コーナーを開設します。

〈お問い合わせ先〉
学生支援センター入試相談室
〒124−8530
東京都葛飾区西新小岩１−４−６
TEL. 03-3692-0211（代）
　　 03-3692-0238

（入試相談室直通）
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二
年
担
任　
　

品
川　

弘
子
教
授

二
年
副
担
任　

植
芝　
　

牧
准
教
授

三
年
担
任　
　

井
筒　
　

雅
教
授

三
年
副
担
任　

丸
井　

正
樹
教
授

四
年
担
任　
　

前
田　

宜
昭
教
授

四
年
副
担
任　

眞
木　

俊
夫
教
授

三
年
担
任　
　

岡
田　
　

弘
教
授

三
年
副
担
任　

植
松　

節
子
講
師

四
年
担
任　
　

長
須　

正
明
教
授

四
年
副
担
任　

大
塚　

静
子
助
教

　

食
品
学
科
担
任
紹
介

一
年
担
任　
　

荒
木　

裕
子
講
師

一
年
副
担
任　

吉
田　

光
一
講
師

　

管
理
栄
養
学
科
担
任
紹
介

一
年
担
任　
　

橋
場　

浩
子
教
授

一
年
副
担
任　

篠
原　

尚
子
助
手

二
年
担
任　
　

渡
辺　

順
子
講
師

二
年
副
担
任　

星
野　

浩
子
助
手

副
会
長
挨
拶

後
援
会
副
会
長　

髙
木　

善
繁

　

大
学
生
の
皆
さ
ん
に
今
の
う
ち
に

や
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
と
思
う
こ
と

　

後
援
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
の
ご
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
五
十
才
の
お
父
さ
ん
の
戯
言
と

思
っ
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
大
学
生
の
皆
さ
ん
に
今
の
う
ち

に
や
っ
て
お
い
た
方
が
後
々
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と
を
二
三
書

い
て
み
ま
し
た
。

　

英
語
の
勉
強

　

福
澤
理
事
長
・
学
長
先
生
も
入
学

式
の
時
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

英
語
の
勉
強
は
し
て
お
い
た
方
が
得

策
で
す
。
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
関
わ

ら
ず
使
う
事
に
な
り
ま
す
。

　

自
動
車
運
転
免
許
の
取
得

　

と
に
か
く
社
会
人
に
な
る
と
時
間

が
取
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
運
転
免

許
の
取
得
に
は
時
間
が
か
か
る
の

と
、年
齢
相
当
の
費
用
が
か
か
る（
二

十
才
な
ら
ば
二
十
万
円
と
か
）
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
若
い
内
に

取
っ
て
お
い
た
方
が
費
用
も
少
な
く

て
済
み
ま
す
。
運
転
免
許
は
ど
の
み

ち
取
得
す
る
事
に
な
り
ま
す
か
ら
、

今
の
う
ち
と
思
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
解
消
法
を
身
に
つ
け
て

お
く

　

社
会
人
に
な
る
と
、
仕
事
に
お
い

て
責
任
が
あ
り
、
時
間
に
追
わ
れ
な

が
ら
も
や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
ス
ト
レ
ス
に

は
必
ず
さ
ら
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

の
解
消
法
を
今
の
う
ち
か
ら
身
に
つ

け
て
お
い
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
職
場
で
も
入
社
三
年
く
ら
い

で
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
き
れ
ず
に
鬱
病

と
な
り
、
退
社
し
て
行
く
若
い
人
が

何
人
も
い
ま
し
た
。
服
用
し
て
い
た

薬
は
神
経
伝
達
物
質
を
阻
害
す
る
効

用
が
あ
り
、
そ
の
た
め
少
し
前
の
事

が
覚
え
て
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
職
場
に
復
帰
し
て
も
、
Ｐ
Ｃ

で
フ
ォ
ル
ダ
ー
を
開
い
て
、「
は
て
、

何
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
ん
だ
ろ

う
？
」
と
言
う
事
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
た
め
残
念
な
が
ら
誰
も
職
場
復

帰
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

自
分
を
磨
い
て
お
く
こ
と

　

岐
路
に
立
っ
た
と
き
、
ど
ち
ら
の

方
が
苦
労
は
す
る
け
ど
自
分
を
磨
く

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
を
判
断

基
準
に
し
て
努
力
し
て
お
く
こ
と
。

「
艱
難
汝
を
玉
に
す
」、「
苦
あ
れ
ば

楽
あ
り
」
と
言
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る

通
り
、
若
い
と
き
に
は
努
力
す
る
事

を
惜
し
ま
な
い
事
が
大
切
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
遊
び
も
大
切
で
す
の

で
、
支
障
の
な
い
範
囲
で
遊
ん
で
構

わ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
思
い
つ
く
ま

ま
に
書
い
て
み
ま
し

た
、
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。


